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タイ織物工場を見学

　平成19年２月５日から13日までの９日間、第４回タイ・

スタディツアーが行われ、麗澤大学でタイ語や国際協力

論を担当する竹原茂教授（当協会理事）のもと、11名が参

加しました。タイの文化を体験し、実際のボランティア

現場を知ることで国際協力への関心が高まった旅となり

ました。

　当協会の支援先であるメーコック財団に４日間滞在し、

財団の設立目的や活動内容のほか、興味深いエピソード

や現在抱えている問題について話を聞くことができまし

た。また、子供たちとの食事作りや遊びを通して、支援

のあり方や、今も子供たちの身近にある麻薬問題を考え

るきっかけともなりました。短い期間でしたが、プログ

ラムの内容が濃く、子供たちのたくましさと日本との環

境の違いを肌で感じることができたのではないでしょう

か。これらのふれあいを通して、知ることの大切さ、実

践することの難しさも感じることのできたツアーとなり

ました。

平成 18 年度 タイ・スタディツアー開催

国際協力を肌で感じた９日間

象に乗ってメーコック財団へ

子供たちとの交流が何よりの思い出

メーコック財団で記念撮影
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タイ・スタディツアーに参加して
            麗澤大学外国語学部　柳澤 志歩 

　私は、2月５日から13日までのタイ・スタディツアー

に参加しました。初の海外ということもあり、少々不安

などもありましたが、この短い研修期間の間に様々なこ

とを体験、経験し、現地でお世話になったガイドの方や

ドライバーの方々、ピパット家のみなさん、そしてメー

コック財団の子供たちなど、本当にたくさんの人々と出

会い、すばらしい日々を送ることが出来ました。きっと

私にとってこれから先もずっと心に残る、忘れられない

ツアーになったと思います。

　私は4月から麗澤大学に入学し、基礎ゼミの授業で国

際協力や東南アジアの国々についての勉強をしてきまし

た。それがこのスタディツアーに参加するきっかけとなっ

たのですが、自分自身、今までボランティアや国際協力

という活動に参加したこともほとんどなくて、ましてや

日本以外の海外のことを詳しく知る機会もありませんで

した。しかしスタディツアーに参加して、ボランティア

というのはまず「知る」ということからはじまるのだとい

うことを実感しました。この一週間の間にタイの伝統的

な寺院や工場を見学したり、学校を訪れて校長先生から

タイの教育現場が抱える様々な問題を聞けたりと、貴重

な体験をすることが出来ました。そしておいしい料理も

たくさん食べて、日本食とは違う食文化を体験できまし

た。今までよりもタイへの理解が深まったと思うし、今

の日本とのあまりにも違う厳しい生活状況にとても考え

させられることが多かったような気がします。

　メーコック財団で出会った子供たちは、親が麻薬を所

持していて刑務所にいたり、親がいるけれど経済的な問

題で一緒に暮らせなかったりと様々な問題を抱えていま

す。家庭の事情でメーコック財団に来たばかりの子供た

ちの当初は、栄養を十分に取れてなくて痩せていて、箸

を使った食事も出来なかった子供もいたそうです。しか

し、メーコック財団の子供たちは、そんなことも感じさ

せないほど素直で人なつっこくて、とても笑顔がかわい

らしい子供たちばかりでした。メーコック財団の子供た

ちとふれあい、家族と一緒に暮らせなくても、自分の身

の回りのことは出来る限り自分自身でやり、子供たちが

力を合わせて生活している立派な姿を見て感動したのと、

家族と一緒に暮らせるということは本当に幸せで大切な

のだということを感じました。日本の子供たちのなかで、

毎日朝早くに起きて、朝食の準備をして掃除・洗濯をして、

学校に通って一生懸命勉強に励んでいる子がいるでしょ

うか。

　タイの山岳地帯の小学校では、少数民族の子供たちが

多く通っています。家から学校が遠いため、2時間以上歩

いて登校する子供や、幼稚園や小学校から寮に入り生活

する子供、貧困のため政府からの支援に頼るしかない子

供もたくさんいます。政府からの支援も十分とは言い切

れず、子供たちの学校での環境はまだまだ良いとは言い

切れないのが現実でした。同じアジアに住んでいる私た

ちなのに、勉強したくても満足に学校へも通えない子供

たち、勉強する環境が整っているにも関わらず勉強しな

い子供たち、というような差があるというのはとても憤

りを感じます。だからこそ実際に現地へ行って子供たち

の生の姿を見て、この子供たちに私が何か出来ることが

あるのなら支援していきたいと強く思うようになりまし

た。

　楽しかっただけで終わらせるのではなく、このツアー

は私が今後どう生きていくかのヒントになったと思うの

で、感じ取り学んだことを活かし、これからも自分に何

が出来るのかということを追求していきたいと思います。

　人とのふれあい、おいしいタイ料理、美しい民芸品

や仏像など、タイ文化にとても感動して帰ってきた参

加者たち。そんな参加者からの感想を紹介します。

子供たちの明るさに救われました

また会おうね 子供たち！
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スタディツアーに参加して
地 主  芳 恵 

タイ・スタディツアーに参加して
          京都女子大学家政学部　地主 芳恵 

　「ピーヨシエ」

　「ピー」はタイ語でお姉さんの意味です。メーコック財

団の子供たちがこう言って寄ってきてくれると、私はと

ても嬉しく幸せな気持ちになりました。子供たちの笑顔

と優しさにたくさんの元気をもらいました。ずっとこの

笑顔でいてほしい、夢を持ってがんばってほしい、そう

願わずにはいられませんでした。

　このツアーに参加して、国際協力ではまず「知る」とい

うことから始めなくてはならないということを知りまし

た。バンコクの空港に降り立ったとき、チェンマイの町

を車で走ったとき、本当に他の国からの支援を必要とし

ている国に来たのだろうかと思うほど、華やかでにぎわっ

ていました。日本で想像していた風景とはまるで違って

いました。少数民族の村では、都会のように便利ではあ

りませんが、自然と共生し、人と人とが助け合って暮ら

す人間味のあるすてきな生活だなという印象を受けまし

た。そこに住む人々の表情は笑顔に溢れていて生き生き

としていました。しかし、貧しく子供に教育を受けさせ

ることができない家庭が多くあるといいます。子供をメー

コック財団に預けているという家族にもお会いすること

もありました。メーコック財団には親がいなかったり、

親が麻薬によって刑務所に入っているという子供もいま

す。タイでは麻薬の問題が深刻です。あんな無邪気な子

供たちの近くにあの恐ろしい麻薬があるのかと思うと胸

が締め付けられる思いがしました。子供たちが麻薬の恐

怖から逃れるためにも、都会で騙されないためにも、教

育がとても重要だということを知りました。そして充実

した教育活動には、国際的な援助が不可欠であるという

ことがわかってきました。見てわかること、現地の人や

先生のお話を聞いて初めてわかることがあって、いろん

な角度からその問題をとらえる目が必要だということを

知りました。

　タイに初めて行ってみて、日本人は他のアジアの国に

ついてあまりにも知らなすぎると感じさせられました。

ツアーの中でたくさんのタイ料理を食べ、タイの民芸品

を見、タイ式マッサージも経験させてもらいました。ア

ジアにはこんなにもすばらしい文化や伝統があったのか

と感動しました。「アジア文化より西洋文化」という風潮

の日本で暮らしてきて、アジアについてあまり綺麗な印

象を持っていなかった私は、それが偏見だったと思い知ら

されました。日本人は、こんなにもすばらしい文化を知ら

ないなんてもったいないと思いました。帰ったら友達に教

えてあげたい！  そう思ってたくさん写真を撮って帰って

きました。

　日本に帰ってきて地下鉄に乗ったときのことです。お母

さんの膝の上で甘える一人の子供を見かけました。そのと

き、ふとメーコック財団の子供たちを思い出しました。元

気で明るく見えた子供たちだったけれど、やっぱり両親と

離れての生活は寂しいことやつらいことなど、私たちが計

り知れない想いがあるのだろうなと考えてしまいました。

私が今、家族と共に生活できること、やりたいことを勉強

させてもらっていることを、改めて当たり前に感じてはい

けないなと思いました。またメーコック財団でがんばる子

供たちのことを絶対に忘れないでいようと思いました。

　私はこのツアーでは貧困やそれによる悲しみを感じるこ

とが多いのかなと思っていました。しかしツアーを終えて

心に残っているのは、タイの文化に対する感動や子供たち

の優しさ、子供たちを支援しているスタッフや先生方の一

生懸命さでした。そのエネルギーに励まされてばかりでし

た。私も何事にもチャレンジしてもっと広くいろんな知識

を増やしたい！ そんな前向きな気持ちになりました。

　今回、観光ツアーではなかなか見学できないところに行

くことができ、現地の人々の生活や抱える問題を生で聞く

ことができました。これは竹原先生をはじめ、ガイドのク

ンさん、渡辺さん、ピパット家のみなさん、ドライバーの

レクさん、ヒンさん、麗澤海外開発協会のみなさん、本当

に多くの方々の協力の上にできたことだと、感謝の気持ち

でいっぱいです。このツアーで感じたこと、またこのツアー

で出会った仲間とのつながりを大切にしていきたいです。

そして国際協力について、これからじっくり勉強を深めて

いきたいと思っています。ありがとうございました。

日本のお参りの仕方との違いにワクワク




